
Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

現代 ロ シ ア語 に お け る不定人称文に つ い て

佐　　 藤 　　 昭　　 裕

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　L は じ め に

　現代 ロ シ ア 語に お け る い わ ゆ る不 定人称文田 に つ い て ， 意味論 ・ 文 体論の 二

面か ら若干の 考察を 行 い た い
。 資料 と して は チ ェ

ー ホ フ 後期の 散交作品を用い

た
。

c2｝

　ア カ デ ミ ー文法 の こ の 構文に 関す る項 の 冒頭 に は次 の 記述が あ る 。
「主 た る

成分 が ， 二 人称複数現 在時称 ， 未来時称 の 形を 持 つ 動詞 ， 乃 至は 直説法複数過

去時称 の 形式に よ っ て表 わ され ，
か つ 不 定 の 個人 に よ っ て 遂行 され つ つ あ る行

為を表示 す る〔3｝一 肢文 を ， 不 定人称文 と呼 ぶ 。 」 1T．2．，　u ．2．，
　 CTP ．5．1 こ の 記

述 ， 特に 下線部は ，

一
応 こ の 構文に 対す る ．…般的説 明を 日指 し て い る もの と思

われ る 。 しか し こ こ で 不 満 な の は ，
こ の

一 般的説明の 枠 内に 入 り切 ら ない 諸例 ，

即 ち ， 動詞複数形が 単数不 定の 行為主体に 対応 し て い る場合 ，

一 人の 特定の 具

体的個人に よ る行為が 表示 され て い る場 合 ， 話者自身 に よ っ て 遂行 され つ つ あ

る行為が 表示 され て い る場合等〔4〕と ，
こ の

一 般的説明 との 関係が 明確に 示 され
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ　 　　サ　　 　e 　　 　　　 　　り

て い な い とい う点で あ る。 こ の 結果 ， 上 述の 記述 も単な る一 般的説 明 とい っ た

瞹昧な性格 の もの に 留 ま り ，
こ の 構交の 本質をつ い た 記述 とな り得て は い ない

。

結局 ア カ デ ミ ー文法は 用 例の 分類 ， 整理 に 終 っ て い る よ うに 見え る 。

　グ ヴ ォ ズ ヂ ェ フ は 次 の よ うに ii
’
う。

1不定人 称夊 の 特性は ， 定人称夊 と 比較

すれ ば ， すべ て の 注意 が事実 ， 事件 ， 行 為に 集中す るが ， 行為主 体は 隠 された

ま まで ある …… と い う点に ある 。」 ／CTP ．3G6．f こ の 発言 は こ の 構i夊 の 本質的機

能 の 探求を 目指 した もの で あ る と思わ れ る 。

　バ バ イ ツ ェ ヴ ァ も同様に ， 「話者お よび 聞き手の 注意が 行為に 集 中 し， 行 為

者は 隠 され た ま まで あ る」 ／CTP ．34．！とい う。 しか し彼女は 実際の 用 例の 分類

に 際 し ，

一 項を設け ，
「行為者は 恐 ら く話者に も知 られ て い るが ， 種 々 の 埋 由

に よ りこれ を 明示 しな い 。 不 定性 が生ず る の は こ の 故で ある」 1c’rp ．35．1 とい

い 　
‘‘ − 1＞lo＞KeT 　6blTb，　MeElfl　IzoκopJtlM 　o6e 、aoM 　P一

江po冫Ka　ry6aMM ，　cIくa3aJI

C’reiiaHoB ．／1〈）．　repMaH ，
　SI　oTBe ・la｝03a 　Bce ！” とい う例に つ い て ， 「勿論話者

は誰 が食事を 出 して くれ る の か 知 っ て い る 。
CTenaHOB は 家 に 帰 っ て 来 た の だ

一 24 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assoolatlon 　 of 　 Russlan 　 Soholars

か ら 。 しか し彼は 忌 々 し さを表現す る為 ， 故意に こ の 人物を 明示 し ない の で あ

る」 ／CTP ．35．／とい う。
こ の 例 な ど も， 彼女が最初に 設けた 枠 の 中に 完全に 納

まる とは 言い 難い
。 もし行 為主 体に 対 し て 話者が全 く無関心 で あれ ば ， 行 為主

体の 表示 を 故意に 排除す る こ とに よ っ て 特定の 効果を期待す る こ とは 不 可 能 に

なる か らで あ る 。 対 象を故意に 排除す る こ とは ， ま さ に そ の 対象に 注意を向け

て ， 始 め て 可能に な る の だか ら。

　従 っ て ， 《行為に 対す る話者の 注意の 集中》に こ の 構夊の 本質を 見 よ う と す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　ゆ　　　の

る立場に も， また
，

一 般的規定と個 々 の 実例 との 間 の ずれ が存在す る こ とに な

る。

　従来 の 研究に 物足 りな さを感 じるの も， こ の 点に 関 して で ある 。 以 ドの 考察

は 主 と し て こ の 点に 向け られ て い る。

　　　　　　　　　2． 不定人称文の 使用 にお け る問題点

　実際 の 便擱 に つ い て みれ ば ， 次の よ うな 諸点が 問題に な る 。

1） 一 部の 主 語省略交 と不 定人称文の 形態的
一

致。 そ の 結果生 ず る両者輔 且同 。

2）　幾 つ か の 構文 との 同義性 。

　 a ． 不 定人称文 と被動相構交 。

　 b ． 不 定 人称女 と， 不定 ， 或い は 不 明の 意味を持 つ 語彙を 主語 とす る定人称

　　 丸

　 c ． 不 定人称丈 と行為主 体を 明示 した 定人称文 。

3）　《行 為主 体 は 人間で あ る》 とい う制限の 存在 v

　以上 の 点は こ れ まで に も手旨摘 され て きた が ， 従来は こ れ らを それ ぞ れ別 個 0）

問題 とし て 捉 え ，
こ れ らを全体的連関の 内に 考察し よ う とす る 態度を 欠い て い

た 、，
こ の 結果従来 の 研究 は こ れ らの 問題 の 指摘に 留 ま り，

こ れ らの 問題 を通 じ

て この 構文 の 本質に せ まろ うとす る もの で は な か っ た 。

　　　　　　 3．　 一部の 主語省略文 と不 定人称文の 形態的一一致

　現在 ・ 未来三 人称 複数形 ， 過去複数形 の 動詞を 述語 とす る主 語省略 文 と不 定

人称文は 形態的 に
一

致 す る 。

！．　B60Jlb 皿IoM 　 AoMc 　 HarIPoTHB ・ yHH 冫KeHePa 刀ゆ」三H〈HKoBa 　 ceePa ’ea 　 lla

　POfine．／ハEOfi＞KH3Hb ・

2． 3ageM 　 o6ea9 αza“ Pl　 3aueM 　 Bo36Ly∂uzaa 　 Bo 　 MHe 　 cyMacrueA 田 He 　 HalleM く一

　皿bI ？／PaCCKa3　HeH3BecTHoro しleJIOBeKa ，
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　不定人 称夊 で あ る例 文 1 と主 語 くく　BI　1》が 省［［｝各され た 例夊 2 の 述語動 詞は 同 じ

語尾を持 ち ， 二 つ の 文の 構文 と し て の 区別 は
， 形態に よ る保障を受けて い ない

。

勿論 これ らの 文は 文脈か ら， それ ぞれ 不定人 称文，主 語省略文 と判定 され ， 両

者が 形態的に 一 致 して い て も何 ら問題は 生 じな い
。 しか し ， 或 る文 を不定人称

丈 とみ るか 主語 省略文 と解 す るか が ， 文脈 の 助けを得 て もなお 困難 で ある場 合

も存在す る 。 次 に そ の 例を 挙げ る
。

3．　　H3　皿pyro貢　IcoMHaTb エ ee 　TPIxafl ，
　 poBHa 兄　peqb　cJIblLHaJlacb　TaK ： 《Ox −Tex ・

　Te 》・OHa　 cTa 」la　u 互enTaTbc 兄 co 　 cTapHKoM 　H　 c　AKcHHbeit，　 H　 Hx 　nHUa 　To ）Ke

　 npl ・IHfi．IIH　．ayl 〈aBoc 　H 　TaHHcTBeHHoe 　 Bblpa 冫KeHPIe
，

1｛aK 　y　3aroBopll 戛HKOB ．

　　Penzzana，）1〈eHHTb 　Ai｛HcT・1恥aa．／B　oBpare ．

4．　 rJI兄nfi　 IIEI　 ero 　6Jle双 Hoe ，　Bo36y 冫K ノ兀eHHoe ，　皿06poe 　五 H ロo ，　CaMo 渮JleHKo

BcnoMHH π MIIeHHe ΦoH 　 KopeHa ， 9To 　 TaKHx 　 yHH・ITo ＞KaTb 　 HY ＞ICH。，　 H

・・TlaeBci〈Hii　noKa3a ・llcfi　e ・tv
’
・・〉

「 c」la6hlM ， 6e33a聞 THblM 　 pe6eHKoM ，　 KoToporo

　BC 分K 曲 MO ＞KeT 　 O6 觚 eTb 　 m　 yH ” qTOM ｛liTb，

　　
− ATbl，　Kor 毋 Hoe 双e 丗 b ，　c・MaTepl ・K）・IloMMpHcb 厂 cKa3 顳 oH ・一 且exopo 田 o ．

　　一刀la， 双a　HenpeMeHHO ，

　　刀∂Moavaua 　HeMHoro ．／且y∂五L

　 こ れ らは
， 文脈 か ら行為主体を 引き出せ る と い う， 共通の 特 徴を 持 っ て い

る 。

　ボ ル コ フ ス キ
ー もこ の 判定 の 難 し さに つ い て ， 「… …若干 の 場 合 ， 或 る 文 を

不定人称文に 帰属せ し め るか ， 或い ぱ 省略 され た主 語を持 つ 不完全 文に 帰属せ

しめ るか の 決定が 困 難に な る」 〆CTP ．78．／と述べ て い る 。

〔5〕

　事実 バ バ イ ツ ェ ヴア は 或 る：文の 判定に 関 して ， 彼 女が ユ ーヂ ン （A ．A ．　IOハMII）

と意見を異 に して い る と述べ て い る 。

〔6｝

　従 っ て ， 主 語省i略文 の 一部は 不 定人称文 と形態的に 一一致 し ， た とえ文脈 の 助

けを 借 りて も， 両者 の 判別が 困難 な場合が 存在す る こ とに な る 。

　　　　　　　　　　　 4．　 幾つ か の 構文 との 同義性

　 4− 1．　 不 定人称文 と被動相構交

　他 動詞 を述語 とす る不定人 称文 と被動相構文の 同義性に つ い て
，

ヴ ィ ノ グ ラ

ー ド ブ は ， 「こ の よ うな不 定人称的使用に お い て ， 他動詞 の 三 人 称複数 形 は ，

被動形動詞を伴 う定人称構文の 統辞論的 シ ノ ニ ム と な る」 ／CTP ．366．1 と述べ
，

《fione　ec／zaxanza ＞， 《HO 」le　6Ctzaxai −tO》 とい う対応す る 例を 挙げて い る 。
〔7）

　 こ こ で ， 二 つ の 構文の 同義的使用が文脈の 存在を前提 と し て い る こ とに 注意
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した い
v ：文脈を必 要 とす る の は 不 定人称 文で ある 。 《Ilo．」エe θ‘！zακ α湖 》が 《110聡

ecnax αUO 》の シ ノ ニ ム とし て 使 用 され る の は ， 文脈か ら　《Mbl 》， 《Bbl》， 《OHII》

或 い は 《KpeCTbfiHe 》， 《KO ，llxo3HHKH 》の よ うな主 語を 引ぎ出せ な い 場合に 限 ら

れ る 。 主語 が 引き出 せ る場 合 に は ， 前竜で 見た よ うに ， 主 語省略文か 不定人称

夊か とい う分類上 の 問題が 生ず る こ とに な る 。

　4−・2． 不 定人称夊 と不定 ， 或い は 不 明の 意味を持 つ 語彙 を主 語 とす る定人称

　　　 夊

　バ バ イ ツ ェ ヴ ァ は 次の よ うに 言 う。 「こ の 外 ， 行為者の 不 定性 は 語彙的に も

表現 され得 る。 例 え ば ，
JI｝OllPI，　 Lle ．ifoBeK

，
1（HOrPle

，
　 HeKo ’ropblc 等 ， 具体的行

為者に 対す る指示 を含まな い 語彙的意義を持 つ 語 に よ っ て で あ る 。」 1CTp．40V

更に 彼女 は ， 「HeKTO ，
1｛TO −IIH6yJLb

，
　KTO −nia60 そ の 他の 不 定代名詞 は ， 行為者

の 不定性を語彙的に 表現す る働きを持つ 」 ／CTP ．414 と し ，
こ れ らの 代名詞 に

つ い て ， 「こ れ らは 文法的主語 と し て の 機能を果 た す」 ！c
’rp．42．！とい う。 従

っ て 次の 二 つ の 夊び）違 い は ， 文法的主語 と し て の 《KTO ・TO 》の 有無に あ る こ と

に な る 。

5．　 3aneJIi｛ HacTpa 目BaeMb 夏e　cl〈pHnKH 　H　Φ」Ie員Ta ，　cTaJlo　B江Pyf　cTpa 皿IHo ，

Ka3anOCb
，
　UTO 　H3 　BCeX π 0 冫K 　CMOnZpffm ・孤 aMa 　C　CO6aqKO 遡・

6． H 。，
　 Ka3ailocb 　 HM

， κ脚
一
脚 cMoTpHT 　 c　 BblcoTbl 　 He6a ，　 H3 　 cldHeBb 【，

　oTTy 八 a，　r八e　3Be3A51 ，　B ンIAHT 　Bce ，　qTo 　nPoHcxo 皿HT 　B　yl切 eeBe ・ cTopo ｝KHT ・

　／BoBpare ・

　 しか し両者 の 途い は それだ けで は ない
、， 例文 6 に お け る 《rcmo −mo 》は ， 単

に 文 法的主 語 と し て の 機能を果 た すだ けで な く， 《CMOTPI ・IT》 な る行為 の 主 体

が 《誰か 或 る人物 とし て 存在す るが ， ．ll三体は 不 明で あ る》 とい うこ とを積極 的

に 表現す る機 能 を持 っ て い る。

一一・7j， 例 文 5 の 不 定人称文は 単独で こ の よ うな

椿報を伝 え る こ とは で きな い
。 文脈 を排除す れ ば ， こ の 文 か ら ， 《CMOTP ∬T》な

る行 為の 主 体が 不 明で あ るの か 否か ， 不 明で は ない が故意に 曖眛に 表現 され て

い る の か 否か ， とい う情報は得 られ な くな る 。
こ の 種の 情報を伝える の は ， 不

定人 称文 自身で は な く， 周 囲の 文脈で あ る 。
こ の 構文に 要求 され て い る の は ，

こ の よ うな情報 そ の もの の 伝達 で は な く， 夊 脈に よ っ て 与 え られ る こ の よ うな

情報を否 定 しな い とい うこ とで あ る 。

　例え ば 《icmo −mo 》を主 語 に 持つ 文 と岡義的に 使用 され て い る不 定人 称文 に

は ， 《行為主体が不 明で あ る と主 張す る》 こ とで は な く， 《行 為主 体 が 不 明で あ

る こ と を否定 しない 》 こ とが 要 求 され て い る の で あ る。
こ の 結果 ， 不 定人称文
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の 示す情報は ， 《1｛TO −TO 》を主 語 とす る文の 示 す情報 と同
一

で は な い が ，
こ れ

に 対 して 矛盾を示す こ と もな くな る 。 不定 人称文が 《1〈TO −TO 》を主 語 とす る 夊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　　　

と同義的に 使用 され 得る の は こ の 故で あ る
。

二 つ の 構文は ， 同義なの で は な く，

　 　 　 　 　 　 ゆ　　　り　　　　

あ くまで も， 同義的に 使用 され て い る に す ぎな い の で あ る。

　4−3．　 不 定人称文 と行為主 体を 明示 した定人称夊

　 こ の 同義性に つ い て ， グ ヴ ォ ズ ヂ ェ フ は 次の よ うに い う。
「不定人 称文 は ，

話者に と っ て 既知 の 個 人 に よ る行為を表示 して い る場 合，非 常に しば しば ， 同

義的 な定入称夊を所有 し得 獄 ， 既 に 述べ た よ うに
，

こ れ らの 不 定人称文の 特性

は
， 話者 の 注意が 行為 ， 事実，事 件に 完全に 集中 し て い る とい う点に あ り， 誰

が行為の 遂行者で あ るの か は ， 多 くは こ れ が会話の 参加者に と っ て 全 く明 らか

で あ る こ と に よ り ， 表示 されな い ま ま に 終 る 。 次 の よ うな 口常的 言い 廻 し を比

べ て み よ う。
Fan3eThl　npaHec ．ea 　？

，
1
’
loq’ratiboH 　np “Hee 　I・a3eTbl 　？ ／cTp ．307．1

　 こ こ で も ， 《ra3eTbl　n20aκecyza ？》 と 《1
’
IOgTaJlbOH　ra／）a κeC　Fa3eTbl ？》を ， そ

の 使用 され て い る状況 か ら切 り離せ ば ， 両者が 同義で あ る との 認定は 困難 に な

る
。
4−2． に 見 た の と同様 ，

二 つ の 構文 は 文脈， 或い は 特定 の 状況中に お い て ，

始め て 同義的構文 として 使用 され 得 るの で あ る
。 従 っ て こ の 場合 も， 不定人 称

文の 示 す情報が 行為主体を 明示 した 定人称文の 示 す 情報に 対 して 矛 盲 しな い こ

とが必 要 とな る 。 従 っ て ， 《行 為主 体が特定 の
， 話者に と っ て 既知の

， 人物で

あ る こ とを否定 し ない 〉［8）　： とが ， 不 定人 称交 に 要求 され て い る こ とに な る 。

　4．−4．　 不定 人称文の 示す情 報

　4−−2．， 43 ． に お け る 考察に よ り ， 《行為主 体が不 関で あ る こ と を 否 定 し な

い 》 こ と，
ま た 《行為主 体が特定の

， 話者に と っ て 既知の
， 人物で あ る こ とを

否 定 しない 》 こ とが ， 不 定人称夊 に 要求 され て い る と判明 した 。 不定人 称文が

上 記の 構文の い ずれ と同義的に使用 され る か は ， 使用 時の 文脈に よ る 。 不 定人

称文そ の もの は ， 本来 どち ら の 構 文に 対 して も同義的に 使用 され 得 る もの で あ

る
。 従 っ て 不 定人称交 は これ ら二 つ の 条件を同時に 満足 し なけれ ば な らない

。

即 ち ， 《行 為主 体 が不 明で ある こ とを否定せ ず ， か つ 行為主体が特定の
， 話者に

と っ て 既知の
， 人物で ある こ とを否定 しない 》 こ とが ，不 定人称夊 に 要 求 され

る の で ある
。

　 《行為主 休が 不 明で あ る》 こ とを 肯定すれば ， 《行為主体が 特定の
， 話者に

と っ て 既知の ， 人物で あ る》 こ とを否定す る こ と に な る 。 また ， 《行為主体が

特定 の ， 話者 に と っ て既知 の
， 人物で ある》 こ とを肯定す れ ぽ ， 《行為主 体が

不 明で あ る》 こ とを否 定す る こ とに な る ． 従 っ て ， 不 定人 称文 とは 《行 為主 体
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が 不 明で あ る こ とを肯定 も否定 もせ ず ， か つ 行為主 休が特定 の ， 話者に と っ て

既知の
， 人物で ある こ とを 肯定 も否定 もし ない 》文で あ る ， とい うこ とに な る 。

　更に ， 《1〈TO −HH6yats 》， 《i〈TO −n ”60》を主語 とす る定人称文 との 同 義的使用か

ら ， 不定人称交 は 《行為主 体が 不 定 で あ る こ とを肯定 も否 定 も しな い 》文 とな

る ． また こ の 構文 に お い て は ， 行為主体 の 具体的表示 も勿 論欠けて い る ，， 以 ．E

の 点を 総合 すれば ， 《不 定人称文に お い て は 行為主休に 関す る一 切 の 情 報が 欠

除 し て い る》， とい う結論が得 られ る 。

　 こ の 結果不 定人称丈 の 示す情報 は 行為主体に 関す る限 り ， 被動相構夊 ， 行為

主 体を 明示 した 定人称丈 ， 《remo −n70 》等 を主 語 とす る定人称文 の い ず れ が示

す情報 に対 し て も矛盾 しな い ：：とに な る 。 不 定入称夊が ，
こ れ ら々：い に 同義 と

は な り得 ない 構文 の い ずれ に 対 して も同義的に 使用 され得 るの は ， こ の 故で あ

る，，

　3． に お い て 見た ， 不 定人称文が 形態 に よ る保障を受けず ， 時 とし て 一一部の

主語省略交 との 判別が 困難に な る とい う事実 も， こ の こ とに よ り， よ く説 明 さ

れ る 。
こ の 構文が 行為主 体に 関す る …・切 の 惰報を 欠 き， 従 っ て 《行為主 体の 不

定性 を伝達す る》 と い う特別な 機能 を持 ち 得 ない 以 上 ， 主 語省略 文 との 混同 が

避け られ るべ き合琿的理 由 も ， また 存在 し得ない か らで あ る 。

　　　　5． 《推定 され る行為主体は 人 間で あ る》とい う制限 の 存在

　不 定人称夊に お い て は 行為主 体は 表示 され な い ． 従 っ て ， 行 為 主 休に つ い て

は 推定す る よ り外は な い ，、

　行 為主 休が誰で あ るか 具体的に 推定で ぎ る場 合に は ， それ が人間で あ る こ と

も同時 に 確め られ る 。 また ，特定 の 個人 を行為者 とし て 名指す こ とが で ぎな い

に し て も， それ が 誰か 人 間で ある と容易に 推定 し得 る場合 も多 い
。

　　7．　丿工a【nyTKy 　To 冫Ke 　apecmoea2u
，　n．oBezaee 　B　ropo 八　レI　raoca ∂uzaa 　B　ocTpoP ・

　　　／y6m員cTBo ．

　例文 7 に お け る 行 為主 体は 警察， 司 法 とい う機関 ， 権力で ある と 言え るか も

しれ な い 、，しか し ， 彳了為主 体は あ くまで も佃 々 の 人物，警察官や 憲兵 で あ り ，

機関や権 力で は な い と主張 す る こ と もで きる
。

こ の よ うな選択が 問題 に な る例

も少 くない
。 しか し こ こ で ヒ述の 制限 の 存在を 認 め れ ば ，

こ れ らの 文 も 《行為

主 体は あ くまで もf固々 の 人 物で あ る》と主 張 す る もの と し て 認め られ るだ ろ う，，

8．　 HaKoHell ， 照 eHol 〈 YToMEJifcfi　H　oxpHn ；　Bva！（fi，　
1｛To 　L，：o　He 　60πmcn 　H

　八a＞Ke 　He 　O6paLefaXOft 田 a　HerO 　BHHMaH 肌 OH 　CTa ・rr　HeCMenO ・TO 　fipHCeAafi ，
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　TO 　fiOILCI ｛aKHBaA ，　fiOnXO 」IUTb 　K 　BOn ・la
’
1
’
aM ．／Be ∬〇五 〇6bI負．

9．　 npe 冫KAe 　 qeM 　MHe 　∂azaa 　AopoPy ，　H 　xo ムHJI 　MaHIHHHcToM ，　pa60TaJI　B

　Be 護br ｝｛H 　Kal ζ npocTo 最 cMa3qHK ・c・／踊 o牙 冫KH3Hb ・

　 Eの 例 の よ うに
， 人 間以外 の 活動体が 行 為者 と して 擬人 的に 表現 され る場合 ，

絶対的存在を認め ，
こ れを 絶対者 と して 人格的に 表現す る場合等 も， 少数で は

あ るが 認め られ る 。 こ れ らも上 述の 枠内に 納め る こ とが で きる
。

　以 上 の 考察か ら ，
こ の 《行 為主 体は 人間 で ある》 とい う制限が ， 極め て 強力

な条件 と して こ の 構文全 体に 働い て い る こ とが判 る。

　 こ の 制限の 存在に つ い て は 従来余 り注意が払 わ れ ず ， 自明の こ と と し て 扱わ

れ て 来 た よ うで あ る 。

　次に ，
こ の 制限 の 存在が こ の 構文 の 本 質 に 対 し て 如何な る意味を 持 っ て い る

の か ， 考え て み た い
。

こ の 制1垠 の 有無に よ り，不 定人 称文 と無人称文の 違い が

説 明され る 。

　ペ シ コ フ ス キ ーは ， 「こ こ で 論 じられ る文〔9）は ， 定人 称文 と無人称文の い わ

ば 中 間 に 位 置す る」 1CTP．427．／と述べ
， 不 定人称文 と無人称文 の 違い に つ い

て は ， 「
一
《cBeTaeT 》或い は 《Be ・lepeeT 》 とい っ た タ イ プ の 文に お い て 三 人称単

数と い う形態が そ の 直接の 意義を 失 っ て し ま っ た の に 対 し， これ らの 文｛9〕に お

い て は 勁詞 の 人称と数は そ の 通常の 意義の すべ て を維持 して い る一VCTP。428．／
とい う、、

　 10， Te6e　eoeopflfn 　！／＝fi　roBopIo 　Te6e ／O
°）

　しか し ， 無人称文 《CBeTaeT 》と，話者が 行為主 体を 兼ね る例文10の よ うな タ

イ プ の 不定人 称文 の 違い は ， 彼 の 説 に よ っ て は 説 明 され な い
。 同様に ， 《CBe −

TaeT 》 と行為主 体が ．一人の 個人で なけれ ば な らない 不 定人称文 の 違い も ， 彼 の

説に よ っ て は 説 明 され ない
。

　 これ らの 違い を 説 明す る の は 《行為主 体は 人 聞 で あ る》 とい う制限の 有無で

あ る 。 不 定人称文が こ の 制限を 持つ の に 対 し ， 無人称文は こ の 制 限 を持た な い 。

　 こ の 制限は ク ラ ス と して の 不 定人称文 に 関わ り ，
こ の ク ラ ス に 属す るそれ ぞ

れ の 文に 行為主休の 入 るべ き枠 を供給す る とい う役 目を果た し て い る 。
こ の 枠

の 内部 は 空で ある が ，
こ の 枠 の 存在に よ り， 不 定人 称文 に お け る 述語動詞 が通

常 の
， 定人称文に お け る述語動詞 と全 く同様の 行為を 表 わす こ とが保障 され る 。

即 ち こ の 枠 の 存在に よ り ， 通常の 定人称交に お い て 主語 と述語動詞 の 間に 認め

られ る論理 的関 係が ， 述語動詞 の み か らな る不 定人称文に お い て も同様に 存在

す る こ とが ， 保障され るの で ある 、、
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　　　　　　　　　　　6，　 不定人 称文の 一 般的意味

　4．
， 5．の 考察を ま とめ れ ば ， 不 定人称丈 とは 《人間の 行為 を表 わす が ， 行為

主体に 関し て は ， そ れ が 人間で あ る とい うこ と以外 ，

一 切の 情報を 欠 く》丈で

あ る とい う こ とに な を ，
こ の 結 果不 定 人称 文は ，述語動詞の 人 称 ， 数 とは 無関

係に ， 人 間に よ っ て行 わ れ た 行 為で あれ ば ，

一一・人 の 人間に よ る もの で あれ ， 話

者 自身に よ る もの で あれ ， 如何 な る行為を も自由に 表現で ぎ る こ とに な る 。

　不 定人称文 と定人称文， 主 語省略文 ， 無人称文 との 違い は 次 の よ うに 説 明 さ

れ る 。 不 定人称文は ， 行 為主 体に 関す る情報 を 欠 くとい う点で ， 行 為主 体を 明

示 した 定人称文 ， それか F）派生 した主語省略文 ， また 《KTO −TO 》等 を主 語 と し

行為主体が不 定 ， 或い は 不 明で あ る と主張す る 定人称文か ら区別 され る 。 また

不 定人称夊は ， 人間の 行為を表わ す とい う点で 無 入称 文か ら区別 され る 。

〔11｝

　　　　　　　　　　 7． 不定人 称文の 文体論的特徴

　従来多 くの 研究に お い て ，
こ の 構文 の 用法 が話者 と行為主 体 の 関係 ， 即 ち話

者 が行為主休を 確認 し て い る の か 否か ， 表現せ ず に お きた い と願 っ て い る の か

否か とい っ た点を基準に 分類 され て ぎた とい う事実は 興味深 い
。 交 体の 選択の

基盤に ある の は 話者に よる 事件 の 捉え方 ， 即 ち話者 と事件の 関係で あ るが ，
こ

こ で 行為主 休 とは 事件を構成す る主要 な要素で あ り ， 不 驚人 称文の 用法 の 研究

は ， と りもなお さず， 夊体 論 の 問題 とな るか らで あ る 。 こ こで は 不 定人 称文 と ，

先に 挙げた 同義構夊の ひ とつ で あ る被動相構文 との 対比 を通 じて ， 若干 の 考察

を行 い た い
。

〔幗

11．　 HpeocBflmeHHoMy 　Me 〃 leHHo
，　B 册 o 　BcrloM 田 laπ acb 　ceMI ・IHaplifi ，　al〈aJLcMHfi ・

　 ro丑a　Tpi ｛ oH 　6blJI　ytlHTeJleM　rpe ｛｛ecKoro 兄 3blKa 　B 　ceMHHapHH ，　6e30qlCOB

　 y冫Ke 　He 　Mor 　cMoTpeTb 　B　I｛HHry ，　noToM 　nocTpHrc ∬ BrvfoHaxl ・1，　ero 　c∂θ♂¢ a ／zu・

　 HHcneKTopoM ．　 rIoToM　 3・aM ｝IIエca，rr 双 HccepTa 【IHK 〕，　 Kor 双 a　 eMy 　6blJ｛o　Tprr ！／uaTh

　 πBa 　ro 且a ，　ero 　 o∂enana ．　 pel〈TopoM 　 ceMHH 乏1四 H ，　 nocsnmwng 　 B　 apxHMaH −

　 ∬pHTbl，　 H　 Torna ＞K ｝i3Hb6b 【澱 TaKO 恥 erKO 員，　np レ1兄TH 呱 Ka3a 」正aCI．・　21．ffHIIJ−IOil・

　 厠 田 田 o苗，
KoHUa 　 He 　 6bl；lo　B 呶 Ho ．／ApxpiepeVt・

］2．　qepe3　Mecs ｛ll　6btza　Jta31t （lvelt　 HoBbl 最 BHt くapH 　hl　VI　aP 欝 ｛ePeth ，　a　o　rrPeocBH 一

繊 eHHoM 　HeTpe　y＞Ke 　 IIm ｛To 　He 　BcrIoMHHaJI ・AnoToM 　 H　 coBceM 　 3α6配 泥‘‘・

／Apx 盟 epe 員・

　 こ れ ら は僧 正 《rleTP》 を主人公 とす る小説 の 一節 で あ る 。 例夊 11は 主人公

の 生前 ， 同12は 彼の 死後の 叙述で あ る 。
こ こ で

’
ド線部 の よ うな不 定人称文 と被
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動相構夊 の 使い 分けが観察 され る点に 注 fiした い
。 以下 ， 不 定人称文 の 持つ 文

体論的特性を 解明す る こ とに よ り， こ の よ うな使い 分けに 対す る説 明 を試み た

い 。

7− 1．　 被動相構 文に お け る行為主 体

玉3．　− HTxue 　raozao．7nce“to　He 　
zleTblpe

　Kpbl ハa ，　a　n9．　a ，　 noToMy 　qTo 　H 　Ha 　nByx

JleTeTb 　 cnoco6Ho ： ／B 　oBpare ・

14．　　OIIH　I
「
y．ll分，llH　H　roBopl （JIH　o　ToM ，　KaK 　cTpaHI −lo　ocBeageFto 　Mope ；　Bo 双a

6bitia　 cPlpeHeBore 　LエBeTa ，
　TaKoro 　M 兄FKoro 　H 　TeuJloro ，　 H　no 　Heh 　oT 　．aytlbl

丗 」夏a　30JiOTaH　nO 刀OCa．／ノユaMa 　C　CO6aqKO 益．

　例夊13で 鳥に 翼 を与え る の は 人 間で は ない 、、 また ，
こ の 行為者を絶対者 とし

て 認め ， 人格的に 表現 して い る とい う様子 もない
。 例文14で 《照 ら し て》 い る

の は 《月》で あ る 、、 従 っ て ， 被動相構文に お い て 推定 され る行為主休は 人 間に

li艮らない
， とい うこ とに な る 。

　行 為主 体が表示 され る場合 もある 。
こ の 場合に は ，

一
般に 行為主体は 名詞の

造格形 を用 い て 示 され る 。
こ の 名詞 が つ ね に 活動体名詞 で あれば問題 は 生 じな

い
、， しか し次に 示す例 に お け る よ うに

， 不 活動体名詞が造格形で 現わ れ る場合

も しば しば あ る 。 こ の 結果 ，
こ の 造格形名詞が つ ね に 行為主 体 とし て 認識 さ れ

て い る の か 否 か ， 手段 を 表わ す もの とし て 認識 されて い る場合 もあ る の か 否 か

は 決定 で ぎな くな る 。

15．　EMy 　Ka3a 皿och ，　qTo 　oH 　ムocTaToqHo 　rtayveFt 　eopb κzene　onbtmone ・ qTo6b 【

　 Ha3b 【BaTb 　Hx 　KaK 　yro双Ho
，
　Ho 　Bce ＞Ke 　6e3 ＜＜HH3 皿 efi　pacM 》 oH 　 He 　M 。r　 6bi

　 flpo ＞KvaTb 　H 　nByx 」IHeVa ・／双aMa 　c　co6aqKo 員・

　従 っ て 被動相 構文 に お い て は ， 不 定人称文に お け る の とは 異な り ， 論理 的行

為主 体の 入 るべ き枠が用意 され て い な い こ とに な る
。

こ の 結果 ， 行為 と行為主

休の 間に あ るべ き論理 的関係が欠 除す る場 合 も， 当然起 こ り得る こ とに な る 。

　7− 2．　 発話 と事件の 距離

　文脈に 対す る依存度 の 違い か ら発話 と事件の 問の 距離を知 る こ とがで きる 。

不 定人称丈は 夊脈中に あ っ て 始 め て 不定人称夊で ある と確認 され ， 機能す る構

文で ある 。 従 っ て こ の 構文 を用 い た 発話 は 文脈 に よ っ て 与え られ た 特定の 状況 ，

展開 し つ つ あ る 事件の 流れ に 密着 し ， そ こ か ら切 り離す こ との で きない 表現 と

な る 。

一 方 の 被動相構文は 文脈を排除 し て もなお そ の 機能を果た す こ とがで き

る。 そ れ故 こ の 構文 を用 い た 発話 は 特定の 文脈 ， 状況か ら独立 し ， 事件との 問

に 或る距離を保つ こ とに な る 。
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　 この こ とは 嬲 の 観点か ら も論 じられ る 。 伝達され るべ き現実 の 事件に お い て

は 行為 と行為主 体を切 り離す こ とは で きな い
。

こ れ らは 互い に 不 可分 で あ り，

い ずれ が 一方 の み が他か ら独立 し て 存在す る こ とは あ り得 ない
。 事件を こ れ ら

の 成 分に 分析す るの は ， 言語的表現 に際 し て こ の 分 析が 必要 だか らで ある 。 現

実の 事件を考え るに あた っ て は ， 更に 第三 の 要素 ， 即 ち これ ら成分 と成分の 間

の 関係を 無視す る こ とは で きな い
。

　 不 定人称交は 行 為 と行為主 体の 間の 論理 的関係の 存在を主張 し ， こ の 現実 を

可 能 な限 り忠実に 再 現す る表現 とな る 。 従 っ て発話 と事件は 接近す る こ とに な

る。

一一
方被動相構文は 行為 と行為主体 の 間の 論理 的関係に つ い て は 言及せ ず ，

事件を 客観的に 二 つ の 成 分に 分析 し て 見せ る だけで あ る 。 従 っ て 発話 と事件 の

距離は 増大す る こ とに な る
。

　 7− 3．　 発話 と事件 ， 話者と事件の 距離

　 発話 と事件の 距離 の 二 つ の 構文の 間 に お け る違 い を実際 に 観察 し て みた い
。

　 再 び例夊11， 同12に 戻 る こ とに す る。 例 夊11は 死を前に した 主 人公 が ， これ

ま で 自分の 歩ん で 来た人生を 回想す る場面の 叙述 で あ る。 同 12 は 主人公の 死

後の 事件の 叙述で あ る。
こ こ で 二 つ の 構文の 使い 分 け を観察 す れ ば ， 主人公

《HeTP》 に 関す る事件の 叙述に は 不定人称文が 使用 され ， 彼 の 死 後新た に 任命

され た 代理 僧正 に 関す る叙述に は 被動相構文が 使用 され て い る こ とが判 る。

　 また ， 作者 と 登場人物 の 関係を問 題に すれば ， 作者 と主人公 ， 作老 と脇役の

距離の 間に は 当然違い の あ る こ とが 予想され る。 即 ち 前者は 小さ く， 後老 は 小

くと も前者 よ り大 き くなければ な らな い
。

　従 っ て 作者 と主 人公 の 距離 の 小 さい こ とが 不定人称文 の 使用に 対応 し ， 作者

と脇役 の 距離の 大 きい こ とが 被動相構丈の 使用 に 対応す る こ とに な る 。
こ こ で

作者 とは 話者で あ り， 登場人物 とは 事件の 主 要部分で あ る 。 それ故話者 と事件

の 距離の 大小が ， 7−2．に 見た 発話と事件の 距離の 二 つ の 構文の 間に お け る 違

い に対応 し て い る こ とに な る。

　例交11で は 読老 の 意識 ， 注意は 主人公の 老僧正に 集中 し ， 彼が 思 い 起 こ す人

生 の 歩み の 一歩 一歩 を ， 読者 も彼の 立 場 に 立 ち ， 彼が 抱 くの と同 じ感興を こ め

て 眺め ざ る を 得 な くな る 。 同 12で は 《6bta κ a3 κ ave κ HOBblti　 BHKapHb 直

aPXHepen 》に よ り， 読者の 意識は 僧正 の 立 場 か ら離れ ， 読老は 客観的位 置か ら

事件を 眺め る こ とに な る 。 し か し次の ， 《ArrOTOM　H　COBceM 　3a6btn “＞＞に ょ

っ て ， 読者の 意識は 再び主人公に 集中 し ， 読者は 彼の 死 とい う厳粛な事実を深

く認識せ ざるを得な くな るの で あ る。
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　 こ の 発話と事件の 距離 の 大 小 に よ り ， 二 つ の 構文 の 間に は 主観的表現 ， 客観

的表現 とい う違 い が生 じる 。 不定人称文の 使用に 際し ， 話者 の 意識は 叙述の 中

心 話題 に 接近 し ， 主人公の 立 場 に 同 化す る こ とが あ る 。 こ の 結果 ，
こ の 構交は

主観的 ， また 情動的表現 とな る 。

一 方被動相構文の 使用に 際 して は ， 話者は 或

る距離 をお い て 事件を眺め る こ とに な り，
こ の 構文は 客観的 ， また 静的な表現

と な る。

　 7−4． 幾つ か の 具体例

　以 下若 干の 具体例 を挙げて ，
こ の 小論を終え る こ とに す る 。

　 16．　BHacTofiLllee　BpeMA 　KPblma 　Ha 　naBKe 　H　nBePb 　BbIKPa 田 ［eHbI 　H　6necTflT’

　 　 　 KaK 　 HoBble ，
　 Ha 　oKHax 　nonpe ＞KHeMy 　liBeTeT　 Bece ∬eHbKaH 　 repaHb ・

HTo ・

　　　qTo 　npoHcxonHao 　TpH 　ro 八a　Ha3a 八 B 刄oMe 　H　Bo 　！lBope 　Llbi6yKHHa，　yme

　　　 noqTH 　3a6btmo ．／B　OBpare ．

　例文16で は 同 12と同 じ動詞 《3a6biTb 》が 使われ て い るが ， 被動相構文 の 使用

に よ り， 中心 的事件が落着 し過去の 出来事に な っ て し ま っ た とい う印象が与え

られ ，

一 種 の 静け さが感 じとられ る 。

17． 猟 Ka3a 」Iocb ，9To 　e 瓜 e　HeMHoro − H　pe田 eHHe の∂θ〃1 κ adi∂eκ o
，　H 　To 叭 a

　 HaqHeTc 刄 HoBaH ，
　npeKpacHa 兄 ＞KH3Hb ； Ho60 騒M　6bm・ Hcl ｛o ・9To 　 ！lo　KoH ロa

　 e 阻 e　AaJIeKo一ムaJieKo 　H　qTo 　caMoe 　cJlo＞Klioe 　H　TpyAHoe 　ToJ！bKo 　elUe

　 HaqHHaeTcH ．んllaMa　 c　 co6aqKo 負・

18． OH　6bM　B 双oB ，
　Ho 　gepe3 　ro 双 noc ハe　cBa 双b6bI　cb1Ha 　He 　Bbl双e鐸 a諏 販 caM

　 ）KeH ｝lnCfi．　EMy κα〃 n κ 3a　TpHJzllaTb 　BepcT 　oT 　yKneeBa 　AeBymKy 　BapBapy

　 HHKoJIaeBHy　H3 　xopo 田 ero 　ceMe 員cTBa ，　y冫Ke 　no 》KHJ1yK ｝，　Ho 　Iくpac目Bylo ，

　 BH 皿HyK ）・／B　OBpare ・

　上 の 例を比 べ てみ る 。 例文17に お け る被動相構文の 使用 は ， 自分 の 努力で は

事態を解決で きない 主 人公の
， 解決策が 自ず と見 つ か る こ とを 期待せ ざるを得

な い 気持 に 対応 し て い る。 例文18に お け る不 定人称文 の 使用 は ， 《BaPBapa》が

忽然 と現われ て 《彼》の 嫁 とな っ た の で は な く， 皆が方 々 を 探 し回 っ た 結果や

っ との こ とで 適 当な娘 とし て 選び 出 され た の が 彼女で ある ， とい う現実に 対応

し て い る。

19．　 − KaKo 藍　9To 　Mep3aBeK 　H 　KaHaJlb510cMenmncst 　 IlpHBH3aTb 　Jlol皿 aAb 　K

　 fi6πOHe ！BO ＞Ke 　MOn ， 60＞Ke 　 MOVI ！ llepenOp〃laZaU ・ nepeMep3Uaa ， πξρθ6脚 ρ
’

　κ鵬 卿 8鯲 ・翩 卿 田 p・nan 　 ca八 田 ・・H6 　 ca双 ！ B ・凪 ・ M ・ti！／qep … 苣

　 MOHax ．
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　こ れ は 不 定人称夊が 情動的表現 と して 使用 され て い る例で ある。
こ こで は ，

被害を蒙 っ た 話者 の 怒 りと興奮 が不定 人称文の 使用 に よ っ て示 され て い る 。

注（1）　Heonpe 双eneHHo −nHgHoe 　npe 双Jlo 冫KeHHe ・

　（2）　テ ク ス トは A ．n ．　qexoB ．　 Co6p ．　 co 【L 　 B　12．　 T ．，　T．6．，　T ．7．
，
　T ．＆

，
　M ．， 1955 〜

　 　1956。を用 い た 。

  　下線は筆者に よ る 。 以下同様。

（4） ア カ デ ミ ー文法 T ・2・
，

q ．2．
，
　CTP ．6 〜 7．参照 。

  　 こ の 著は 現代 ロ シ ア 語を記述 の 対象 と した もの で は な い が ，

　代語を も対象に 含め てい るもの と思われ る 。

（6＞ バ バ イ ツ ェ ヴ ァ ， CTP ．38．参照 。

（7） ア カ デ ミ ー文法 T ．1．CTP ．414．に も類似の 指摘が ある 。

こ の 部分の 記述は 現

  　不定人称文の 行為主 体が 《人物》， 《個入》 で ある こ とに つ い て は 5．参照 。

（9） 不定人称文を指す 。

  　こ の タ イ プ の 不定人称文に つ い て は ア カ デ ミ ー文 法 丁．2．
， u ．2．

，　CTP ．7．参照 。

  　不定人称文 と被動相 構文 の 関係に つ い ては 7．参照 。

  　こ こ で 一Cfi 動詞を取 り扱 うこ とは で きなか っ た 。 以下被動相構夊 とは 《被動形動

　詞 を用 い た定人称文》を指す。

　　 JIHTepaTypa．

　 AH 　CCCP ・ レIHcTHTyT　pyccKoro　H3bn くa ，　rpaMMaTy［Ka 　pyccKoro 兄3blKa ，
　M ．

，

1960。

　B．B．　Ba6a負皿eBa ， 0 ノ夏HococTaBHble 　npeAno 冫KeHHfl 　B 　coBpeMeHHoM 　pyccKoM
H3blKe ，

　M ．
，
1968．

　B。H ．　BopKoBcK臨 CpaBHHTeπbHoHcTopHqecKH ” cHmxaKcHc 　 BocToqHocn ・

aB 刪 cKHx 　刪3HKoB ．　THnbI　HpocToro 　llpeflハo ｝KeHHfi ，　AH 　CCCP ，　HHcT 曜 yT
PyccKoro　fi3blKa ，ハへ．

，
1968．

　B．B。　BHHorpaAoB ，　PyccKH 負 兄3HK （rpaMMaT ｝星qecKoe 　ygeHHe 　o　cπ oBe ），
　va3A．

2，， ハA． 　1972。

　A ．H ．　rBo3双eB
，　OqepKH 　no 　cT 剛 HcTHKe 　pyccKoro 兄3bIKa 、　H3 双．2．

，
　M ．

，
1955．

　A 。M ．　nemKoBcK 曲 ，　PyccKHB　cHHTaKcHc 　B　HayqHoM 　ocBe 皿工eHHH ，　 H3 双．3．
，

M り 　1928．
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